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１ 会 議 名 称 「第 9回国際中欧・東欧研究協議会(ICCEES)世界大会」 

 The ICCEES IX World Congress 
 

２ 主 催 団 体  International Council for Central and East European Studies (ICCEES) 
           国際中欧・東欧研究協議会 
 
３ 日本側事務局  北海道大学スラブ研究センター 

 松里公孝教授 (ICCEES 副会長／日本代表)  
 

４ 開 催 時 期  2015 年 7月下旬 6日間 

 

５ 会   場  幕張メッセ及び周辺施設 

   

６ 参 加 人 数  約 2,000 名（海外約 50カ国、約 1,000 名）予定 

 

７ 経済波及効果  ７７２，６０８千円 

 

８ 会 議 概 要   旧ソ連と東欧の歴史、政治、文化、経済などの地域研究を行っている学会。 

5 年に 1 度開催されてきたが、欧米以外では未開催であった。 

 

財団法人ちば国際コンベンションビューロー（会長 森田健作 (千葉県知事)）は、 

『第 9回国際中欧・東欧研究協議会(ICCEES)世界大会』の誘致に成功しました。 

ICCEES は、冷戦時代に西側(欧米)の研究者が東側(旧ソ連と周辺国)を研究する

組織として誕生しましたが、ベルリンの壁崩壊後、新たな視点でスラブ研究を広げ

る必要性が議論され、欧米以外の、アジア地域で初めて世界大会が開催されること

となりました。 

 本会議の開催により、千葉県の知名度向上並びに県内の魅力を広く発信する機会

となることが期待されます。 

㈶ちば国際コンベンションビューロー 
〒261-7114 千葉市美浜区中瀬2-6 WBGマリブイースト14階 

TEL 043-297-2751（MICE 事業部 誘致課） 

FAX 043-297-2753 



報道発表 

【参  考】 

 

１ 本会議の開催決定経緯 

 

２ 過去の開催地（予定含む）  

 

 

 

２００５年  

７月 第7回ベルリン世界大会開催 

これ以後の5年間で、2015年の第9回大会の開催地として、リヨン(フランス)・グラスゴー

(イギリス)・ブリティッシュコロンビア(カナダ)・日本が名乗りを上げた。 

２００８年  

７月 ストックホルムで開催されたICCEES評議会において、グラスゴーが正式に立候補を 

表明したが、松里教授は、国際会議にもかかわらずアジア地域での開催が無いことを

主張。日本開催に向けて、環境整備に取り掛かる。 

２００９年  

４月 松里教授幕張視察。良い感触を得たため、正式に立候補を表明。 

５月 トロントで開催されたICCEES執行委員会において、幕張を候補地として提案することを

決定。併せてIＣＣＥＥＳ本部役員が幕張を視察することに。 

８月 ＩＣＣＥＥＳ正副会長、事務局長の幕張視察。千葉県副知事、千葉市長を表敬訪問。 

地元関係者等(JNTO日本政府観光局・千葉県・千葉県観光協会・千葉大学・神田外

語大学・千葉日ロ協会)を交えての歓迎レセプションを開催。 

日本側の旧ソ連・東欧関連学会との意見交換のほか、会議施設見学・千葉のアフター

コンベンションを体験。 

２０１０年  

３月 次期ＩＣＣＥＥＳ会長候補のGraeme Gill教授幕張視察。 

７月 ストックホルム大会でのICCEES評議委員会において、日ロ協会会長である鳩山邦夫

衆議院議員及び森田千葉県知事のビデオレターを含む日本誘致のビデオプレゼン 

テーションの結果、満場一致で幕張開催が決定。 

開催 

回数 
開 催 年 月 開  催  地 

第1回 1974 年  9 月 バンフ(カナダ) 

 ２ 1980 年 10 月 ガルミッシュホパルテンキルシェン(ドイツ) 

 ３ 1985 年 11 月 ワシントン DC(アメリカ) 

 ４ 1990 年 11 月 ハロゲイト(イギリス) 

 ５ 1995 年 8 月 ワルシャワ(ポーランド) 

 ６ 2000 年 7-8 月 タンペレ(フィンランド) 

 ７ 2005 年  7 月 ベルリン(ドイツ) 

 ８ 2010 年  7 月 ストックホルム(スウェーデン) 

 ９ 2015 年 7 月 幕張(日本) 


